
①所管課による評価

１．基本事項

評価対象年度

評価者

所管課

２．事業実績

　　　１　新城こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 30,594人 185団体

　　　２　新城小学校わくわくプラザ
①　　　　 登録者数 306人 13,877人

　　　１　大戸こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 36,380人 438団体

　　　２　大戸小学校わくわくプラザ
①　　　　 登録者数 438人 17,505人

　　　３　大谷戸小学校わくわくプラザ
①　　　　 登録者数 484人 21,482人

　　　１　宮内こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 31,104人 348団体

　　　２　宮内小学校わくわくプラザ
①　　　　 登録者数 339人 16,993人

　　　３　中原小学校わくわくプラザ
①　　　　 登録者数 272人 12,737人

単位：円
　　　１　収入

指定管理料 143,215,889

　　　２　支出
　　　　人件費 114,693,470

管理費 6,088,324
　　　　事務経費 11,189,825
　　　　その他経費 1,528,299

合計 133,499,918
　　　３　差引 9,715,971

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

事業推進 10 4 8

適切な金銭管
理・会計手続

5 3 3

支出に見合う効果が得られているか

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組がなされているか

（評価の理由）金銭管理・会計手続についても適切に行われた。支出額と指定管理料を比較して７％の黒字となったが、法人全体では概ね
提案どおりの経費執行であった。

4
わくわくプラザにおいて、適切に児童を受け入れているか

（評価の理由）地域美化活動の一環として、EM菌を混ぜた泥団子を等々力公園内蓮池へ放流する「エシャンジュMOSエコ隊がいく」を計6回
グループ内合同で実施し、201名の参加があった。
こども文化センターの利用者が第1期指定管理時（平成18年度～平成22年度平均値）と比較して、26.7％の増加であった。

収
支
計
画
・
実
績

適切な会計処理がされているか

効率的・効果的
な支出

計画に基づき適切な支出がなされているか（収支バランスが取れているか）

5 3 3

事
業
の
推
進

順調に事業の推進が図られているか

事業成果

こども文化センターの利用者数に増加傾向が見られるか

5 4

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

収支実績

サービス向上の取組
子ども運営会議、保護者懇談会、日常的な利用者とのコミュニケーション等により、利用者ニーズを把握し、活
動や運営に反映。グループ単位のスケールメリットを活かした交流行事・事業の実施。

着眼点

指定期間 　平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 中原区こども支援室

利用実績

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用団体数

指定管理者制度活用事業 評価シート

施設名称 中原区第４グループ（新城・大戸・宮内） 平成２３年度

事業者名
・事業者名　公益財団法人かわさき市民活動センター
・代表者名　理事長　小倉　敬子
・住所　　　　川崎市中原区新丸子東３丁目１１００番地１２

こども支援室長



利用者への対応 5 3 3

運営協議会の実
施

5 3 3

保護者懇談会の
実施

5 3 3

学校及び行政機
関との連携

10 3 6

個人情報等の取
扱

5 3 3

施設・設備の保
守管理

5 3 3

４．総合評価

評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

（評価の理由）利用者が安全に利用できるように安全点検マニュアルを作成して施設・設備の安全点検を実施し、必要に応じて修繕を行うな
ど環境整備に努めた。また、衛生管理については、危機管理マニュアルを作成し、引き続き利用者の安全確保に努めていた。防犯対策の取
組として、子どもとともに安全マップを作成したり、近隣の学校・警察等との連携を図るなどして防犯対策を強化した。３．１１に発生した東日本
大震災を踏まえ防災体制の強化として、飛散防止蛍光灯、シンプルテレホン、ラジオ付ＬＥＤライトを設置するとともに保存水、サバイバルフ－
ズ、アルミプランケットを常備した。

評価点合計 64 C

　指定管理以前から委託事業者としてこども文化センター及びわくわくプラザの管理運営に携わっていた経験を生かし、５３施設の指定
管理者としてのスケールメリットを生かし、全市規模、区規模の合同行事や職員研修、偏りのないサービスの提供が行えており、グルー
プとしてのスケールメリットとしては、地域性を生かしたグループ合同行事や事業を展開できている。
　また、東日本大震災以降、防災体制の強化のために施設の整備や備蓄等に取組んでいることは評価できる。

　引き続き、こども文化センターの利用者が利用しやすい環境の整備に努め、児童が安全で安心して過ごせるわくわくプラザの運営に努
めること。

災害への対応

災害発生時のマニュアル等が整備されているか

5 4 4
避難訓練や消防訓練が適正に実施されているか

防犯対策

緊急時のマニュアル等が整備されているか

5 3 3
・施設の防犯のための工夫がされているか

個人情報保護の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体制が整備
され、適切な運用がなされているか

（評価の理由）わくわくプラザ利用の障害児対応については適宜スタッフを配置しており、こども文化センター及びわくわくプラザ共に、提案ど
おり適正な職員配置がなされていた。市主催の研修への参加も多数あり、職員のスキルアップを図るため、概ね提案どおりの研修が実施さ
れ、個人情報等の取扱については、情報漏えい及び紛失等の事実はなかった。

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切
に実施しているか

利用者の安全確
保

利用者の安全確保のための体制（マニュアル整備等）がとられているか

5 3 3
事故等が発生した場合に適切な対応が行われているか

6
わくわくプラザにおいて、利用人員等を考慮し、事業実施に必要な人員が配置され
ているか

事業の目的を考慮した適正な職員（児童福祉施設最低基準）が採用されているか

職員の研修体制

予定していた研修が実施されているか

5 3 3
職員のスキルアップを図るために必要な研修等が実施されているか

5 3 3
把握したニーズが事業運営へ反映されているか

（評価の理由）地域に密着した事業の推進を図るためにこども文化センター運営協議会や保護者と連携を図るために保護者懇談会などを定
期的に開催し、また、館内に意見箱を設置するなどして児童・保護者・地域の方々の意見や要望を収集して事業運営に反映させた。また、児
童の健全育成を推進するため、学校、行政、地域等と連携を図りながら事業を実施した。利用促進のため、近隣小・中学校及び町内会、関
係機関等へ広報誌の配布を行った。

組
織
管
理
体
制

適正な人員配置

こども文化センターにおいて、利用人員等を考慮し、事業実施に必要な人員が配
置されているか

10 3

利用者に対する接遇が適切にされているか

こども文化センター運営協議会が実施されているか

わくわくプラザ保護者懇談会が実施されているか

事業実施に当たり学校、行政及び地域等と連携が図られているか

利用者ニーズ

利用者ニーズの把握がされているか

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

施設・事業の広
報

施設や事業が積極的に広報されているか

5 3 3
広報の方法に工夫が見られるか


